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厚生労働科学研究費補助金 

（成育疾患克服等次世代育成基盤研究事業(健やか次世代育成総合研究事業)） 

H31〜R3(4)年度 総合分担研究報告書 

 

母子保健情報と学校保健情報を含むライフコースデータおよび 

コホート調査データの連係・活用推進のための基盤整備 

―マイ ToMMo の開発とコホート調査への実装― 

 

研究分担者 小原 拓  東北大学東北メディカル･メガバンク機構 

      予防医学・疫学部門・准教授 

 

研究要旨 

本研究班の目的である母子保健情報と学校保健情報を含むライフコースデータお

よびコホート調査データの連係・活用を推進するためには、マイナンバーカードの利

活用の適用範囲拡大が不可欠であることと、東北大学東北メディカル・メガバンク計

画では、コホート調査参加者 12 万人に関して、様々なライフステージの情報収集を

多岐にわたるデータホルダーから実施していることを踏まえ、様々なライフステージ

の公的データを含む Personal Health Record（PHR）と東北大学東北メディカル・メ

ガバンク計画で実施されているコホート調査データを連係・活用可能な基盤として、

マイナンバーカードの公的個人認証機能を用いた「マイ ToMMo」を開発し、実際にコ

ホート調査において運用を開始した。マイ ToMMo は東北大学東北メディカル・メガバ

ンク機構が実施する健康調査の結果閲覧機能、調査票回答機能、妊婦健診・乳幼児健

診・学校健診・特定・職域健診結果の入力・閲覧機能、予防接種・副反応歴の入力・

閲覧機能、ウェアラブルデバイス（Fitbit）との連携機能等を有しており、2022 年度

末時点で、4385 人が利用登録を完了している。 

今後、マイナポータルとの連携を進め、より効率的な情報収集を目指すとともに、

E-Epidemiology の基盤として、他の各種コホートとの連携を推進し、全ての国民が、

ライフステージに応じて健やかに生活できる社会を実現するための研究に貢献する

ことが期待される。                  

 

研究協力者 

野田あおい（東北大学東北メディカル・メガバ

ンク機構予防医学・疫学部門） 

松崎芙実子（東北大学東北メディカル・メガバ

ンク機構予防医学・疫学部門） 

大沼ともみ（東北大学東北メディカル・メガバ

ンク機構予防医学・疫学部門） 

上野 史彦（東北大学東北メディカル・メガバ

ンク機構予防医学・疫学部門） 

村上 慶子（東北大学東北メディカル・メガバ

ンク機構予防医学・疫学部門） 

石黒 真美（東北大学東北メディカル・メガバ

ンク機構予防医学・疫学部門） 

 

Ａ．研究目的 

 

国内外で既に運用されている情報連係システ

ムの仕組みや、国内のマイナンバーカードを用
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いた認証インフラの現状に関する調査の結果、

母子保健情報と学校保健情報の連係のためには、

マイナンバーカードの利活用の適用範囲拡大が

不可欠であり、小児における健診情報をはじめ

とする各種健康情報の連係方法の一つに、ソー

シャルセキュリティナンバーなどの公的な個人

識別番号を用いることが有用である可能性が考

えられた。 

東北大学東北メディカル・メガバンク計画で

は、コホート調査参加者 12 万人に対し、独自の

詳細調査（生理機能検査、検体検査）、アンケー

ト調査を行っている。さらに、様々なライフス

テージの情報収集を行っており、公的データと

のリンケージによって悉皆的な追跡調査を推進

している（図 1）。しかしながら、公的データは

データホルダーが多岐にわたり、また紙ベース

での対応が多く、収集に膨大な時間、費用、労

力を費やしている。現在、各自治体や医療機関

においてデータの電子化やマイナンバーカード

の普及が進んでいる。 

そこで、高品質かつ持続的な疫学調査を可能

とするパッケージの構築を目指し、「マイ ToMMo」

の開発を行った。 

 

Ｂ．研究方法 

 

１．マイ ToMMo の開発 

2020 年度に個人認証基盤システムと健康調

査結果閲覧を可能とするアプリケーション「マ

イ ToMMo」を開発した。さらに 2021～22 年度に

はアンケート調査の回答、妊婦健診／乳幼児健

診／予防接種／学校健診／特定・職域健診の入

力・閲覧機能、ウェアラブルデバイス（Fitbit）

との連携機能等を追加し、一生涯の記録を一つ

のアプリで管理できるようにした。 

 

２．マイ ToMMo のコホート調査への実装 

宮城県内 7カ所（気仙沼、石巻、大崎、多賀

城、仙台/仙台子どもスクエア、岩沼、白石）に

ある地域支援センターへ健康調査に来所した参

加者に対し、対面で説明の上、情報提供に関す

る同意を取得し、参加者 1人 1人に付与した番

号（追加コホート番号）とマイナンバーカード

を用いて利用登録をしていただいている。また、

同意取得のための説明動画をアプリに実装して

おり、2023 年 1月からは、郵送でも利用のご案

内を開始している。 

 

（倫理面への配慮） 

該当なし 

 

Ｃ．研究結果 

 

１．マイ ToMMo の開発 

① マイ ToMMo の全体像（図２） 

マイナンバーカード認証に基づいたセキュア

な環境下での、定期的あるいは有事の早期・タ

イムリーな調査票調査の実施、パーソナルヘル

スレコード及びライフログデータの収集・管理

を可能とする。また、コホート調査における調

査票及び詳細調査の電子結果回付を行う。マイ

ナンバーカード認証は、電子署名等に係る地方

公共団体情報システム機構の認証業務に関する

法律第 17 条第 1 項 6 号の規定にもとづく総務

大臣の認定を取得した署名検証事業者である一

般社団法人 ICT まちづくり共通プラットフォー

ム推進機構（以下、「TOPIC」）のマイナンバーカ

ード認証システム（以下、「TOPIC認証基盤」）を

用いている。TOPIC 認証基盤は、マイナンバー

カードの IC チップから取得した氏名・住所・生

年月日・性別(以下、「4情報」」と電子証明書を

用いることで、公的個人認証サービス（J-Lis）

を介して電子的な本人確認を行う。収集した情

報は、個人情報を保持しない独立したサーバ(以

下、「マイ ToMMoサーバ」)に、追加コホート番

号に紐づけて管理される。 

 

② 利用登録 

・対面でのご案内 

宮城県内 7カ所にある地域支援センターへ健
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康調査に来所した参加者に対し、訓練を受けた

ゲノムメディカルリサーチコーディネーター

（GMRC）が資料を用いて説明している。 

・郵送でのご案内 

登録に必要となる追加コホート番号の QR コ

ードと「マイ ToMMo アプリ活用ハンドブック」

を郵送し、対象者自身によって利用登録をして

いただく。本アプリには同意取得のための説明

動画が実装されている（図３）。動画の視聴後に

表示される利用規約・プライバシーポリシーの

全文とその抜粋を確認の上、操作を進めていた

だいている。 

 

③ 連携申請 

18 歳未満のお子さんについて、保護者は

ToMMo に申請することにより、ご自身のアカウ

ント内でお子さんの情報を、一部機能において

閲覧・入力することが可能になる。お子さんが

18歳を迎えると自動的に連携は解除される。 

 

④ 健康調査結果機能（図４） 

これまでに ToMMo で受けた健康調査の結果を

閲覧できる。スマートフォンの画面上で閲覧す

るだけでなく、健康調査結果の PDF ファイルを

メールにて送信することもできる。受信したメ

ールに記載された URLをクリックし、その都度

発番される認証コードを入力することでダウン

ロードが可能となる。連携機能によりご家族の

情報の閲覧も可能である。 

 

⑤ 調査票回答機能（図５） 

各種調査票をアプリで回答することができる。

三世代コホート担当では、現在 7 歳から 19 歳

の奇数年齢のお子さまに対し調査票の回答を依

頼している。該当年齢になると、メールでお知

らせが届く。また、未回答の方に対し、リマイ

ンドのメール送信も行っている。 

 

⑤ 妊婦健診機能（図６） 

お子さんごと（分娩予定日ごと）に妊婦健診

の情報（「ふだんの身長・体重」、「妊娠中の経過」、

「妊娠中と産後の歯の状態」、「検査の記録」、「出

産の状態」、「出産後の母体の経過」）を入力・閲

覧することができる。 

 

⑦ 乳幼児健診機能（図７） 

出生時や乳幼児健診の情報を入力・閲覧する

ことができる。連携機能によりご家族の情報の

閲覧・入力も可能である。 

 

⑧ 学校健診機能（図８） 

 小学校 1年～中学校 3年までの学校健診、体

力測定の情報を入力・閲覧することができる。

連携機能によりご家族の情報の閲覧・入力も可

能である。 

 

⑨ 特定・職域健診機能（図９） 

年度毎の特定・職域健診の情報を入力・閲覧

することができる。 

 

⑩ 予防接種機能（図１０） 

 予防接種の情報や副反応の情報などを入力・

閲覧することができる。連携申請をすることに

よりご家族の情報の閲覧・入力も可能である。 

 

⑪ 各機能（⑥～⑩）共通の説明 

・「ToMMo が収集した情報」と「あなたが入力し

た情報」について（図１１） 

三世代コホート調査によりこれまでに収集し

てきた情報を閲覧できるようにすると同時に、

対象者自身が入力した情報も表示させている。 

・グラフについて（図１２） 

「ToMMo が収集した情報」、「あなたが入力し

た情報」の情報がそれぞれ色分けされて表示さ

れ、どちらか一方のみを表示させることも可能

である。また、グラフ上の点を押すとその日の

詳細な計測データが表示される。 

 

⑫ Fitbit 連携機能（図１３） 

ウェアラブルデバイス（Fitbit）で取得して
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いる情報を、アプリを連携することにより閲覧

することができる。 

 

⑬ 調査研究等のご案内機能（図１４） 

東北大学やその他期間・団体の調査研究等の

ご案内を掲示することができる。URL や資料を

添付することもできる。 

 

２．マイ ToMMo のコホート調査への実装 

2021 年 10 月に東北大学東北メディカル・メ

ガバンク計画コホート調査参加者への「マイ

ToMMo」のご案内を開始した。2023 年 3月 31日 

までに対面、郵送により計 27,144 人にご案内を

し、4385 人（16.2％）が利用登録をした。20歳

未満では利用登録者数 1019 人/利用登録案内者

数 8048 人（12.7％）であった。マイナンバーカ

ードの普及状況や来所される参加者の年齢層は

地域により異なっており、カードを持っている

参加者におけるアプリ登録率は 34.8％であっ

た。東北大学東北メディカル・メガバンク機構

地域支援センター別では、気仙沼センター：

17.4％、石巻センター：26.1％、大崎センター：

37.8％、多賀城センター：36.4％、仙台センタ

ー：34.8％/仙台子どもスクエア：45.1％、岩沼

センター：31.6％、白石センター：28.6％であ

った。 

 

Ｄ．考察 

 

これまでの本研究班の活動を得て得られた知

見に基づいて、マイナンバーカードの公的個人

認証機能を用いた、様々なライフステージの公

的データを含む Personal Health Record（PHR）

と東北大学東北メディカル・メガバンク計画で

実施されているコホート調査データを連係・活

用可能な基盤として「マイ ToMMo」を開発し、実

際にコホート調査において運用を開始した。 

PPHR の利活用に関しては、「経済財政運営と

改革の基本方針 2020（令和 2 年 7 月 17 日閣議

決定）」等において、個人の健康状態等を個人が

把握し、日常生活改善や健康増進につなげるた

めの仕組みである PHR の推進の必要性が指摘さ

れている。また、2021 年 4月に、総務省、厚生

労働省、および経済産業省の 3省から公表され

た「民間 PHR事業者による健診等情報の取り扱

いに関する基本的指針」では、要配慮個人情報

である健診等情報を取り扱う事業者に対する法

規制の順守事項とともに、API 利用申請に基づ

く審査の上、マイナポータルの利活用に関する

手順が明記され、今後の、母子保健情報・学校

保健情報の利活用推進には、マイナポータルへ

の API連携は不可欠である。 

東北大学東北メディカル・メガバンク機構に

おいては、2021 年度からの事業計画において、

コホート調査独自に収集した情報に加えて、公

的データ等を含むライフコースデータの収集を

推進し、それらを電子的に収集・管理・活用す

る E-Epidemiology の基盤構築を目標としてお

り、今回開発・実装した「マイ ToMMo」において

も、昨今の開発・普及が著しいウェアラブルデ

バイス等の既存アプリの連携推進に加え。マイ

ナポータル連携機能の開発を行う必要がある。 

 

Ｅ．結論 

 

 今後、マイナポータルとの連携を進め、より

効率的な情報収集を目指す。また、他の出生コ

ホートとの連携、一般住民コホートとの連携を

進めていき、全ての国民が、ライフステージに

応じて健やかに生活できる社会を実現するとと

もに、30 年間追跡することで疑似的に人の一生

を追いライフコースを俯瞰した疾患研究へ貢献

していく。 

 

Ｆ．健康危険情報 

特になし 

 

Ｇ．研究発表 

1. 小原拓、石黒真美、村上慶子、上野史彦、

野田あおい、大沼ともみ、松崎芙実子、中谷
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直樹、寳澤篤、菅原準一、栗山進一． 東北

メディカル・メガバンク計画三世代コホー

ト調査：概要と進捗. 第 9 回 日本 DOHaD学

会学術集会／仙台/2022 年 10月 7日 

 

Ｈ．知的財産権の出願・登録状況 

１．特許取得 

特になし 

２．実用新案登録 

特になし 

３．その他 

特になし 
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図１．東北大学東北メディカル・メガバンク計画コホート調査におけるライフコースデータの収集 

 

 

 

表１．東北大学東北メディカル・メガバンク計画コホート調査における悉皆的な追跡調査の進捗 
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図２．マイ ToMMo の全体像 

 

 

 

図３．スマートフォン上での利用登録画面の抜粋 
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図４．スマートフォン上での健康調査結果機能画面の抜粋 
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図５．スマートフォン上での調査票回答機能画面の抜粋 
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図６．スマートフォン上での妊婦健診機能画面の抜粋 

 

 

 

図７．スマートフォン上での乳幼児健診機能画面の抜粋 
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図８．スマートフォン上での学校健診機能画面の抜粋 
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図９．スマートフォン上での特定・職域健診機能画面の抜粋 
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図１０．スマートフォン上での情報閲覧画面の抜粋 
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図１１．スマートフォン上での情報閲覧画面の抜粋 

 

 

 

図１２．スマートフォン上でのグラフ表示画面の抜粋 
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図１３．スマートフォン上での Fitbit 連携機能画面の抜粋 

 

 

 

図１４．スマートフォン上での調査研究等のご案内機能画面の抜粋 
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